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	一般財団法人宗像協会（宗像財団）
	２０２５年度報告書
	ザレカ難民キャンプに暮らすLGBT難民の人たちと                                        　　　 　　　　　　　　　　　　　　2024年２月撮影

	宗像財団について
	2025年度総括
	2019年から６ヵ国１２事業を支援してきた宗像助成金も、最後の１つとなるマラウイのLGBT難民支援が今年度をもって終了となります。現地ではLGBT難民への暴力を抑止するための警察官への研修が行われ、関係者協議会を開催して啓発活動に取り組んでいます。一方で足元である日本での啓発活動、助成金の展開を始めており、今年度は多様なジェンダー・セクシャリティーからなる家族を支える「にじいろかぞく」への宗像助成金支援を決めました。

	啓発活動
	また2024年の6月から取り組んできたJICA初となる全世界性的指向・性自認・ジェンダー表現・性の身体的特徴（SOGIESC)に係る調査の成果品として「多様なSOGIESCの包摂に係る調査実施ガイダンスノート」が2025年にインターネット上で公開されました。
	出雲大社参拝　2026年6月撮影


	２０１９～2025年度　 宗像助成金実績
	総額  5197万円
	プロジェクト内容
	2020年度
	2021年度
	2022年度
	2023年度
	2024年度
	2025年度
	人身取引被害者のための シェルター運営と少年保護 （インド・アッサム州）
	2,466,000円
	2,008,000円
	支援総額 8,488,500 （助成金　 卒業）
	0円 （助成金　卒業）
	0円 （助成金 卒業）
	0円 （助成金 卒業）

	農村地域での看護助手　養成事業 （インド・コルカタ）
	1,341,000円
	0円 （2022年度 継続支援）
	1,008,000円
	支援総額 5,371,000 （助成金　卒業）
	0円 （助成金 卒業）
	0円 （助成金 卒業）
	安全な飲料水提供と 女性のエンパワメント （モザンビーク・モアンバ郡）

	2,000,000円
	支援総額 6,000,000円 （助成金 卒業）
	0円 （助成金 卒業）
	0円 （助成金 卒業）
	0円 （助成金 卒業）
	0円 （助成金 卒業）

	LGBT難民支援とコミュニティでの啓発活動 （マラウイ・リロングウェ）
	1,342,439円
	1,847,846円
	４,００４,５７９円　（緊急シェルター支援）

	2,784,321円
	2,225,527円
	支援総額    １３,９７９,４６３円  （助成金 卒業）

	1,085,260円
	支援総額 3,071,340円  （助成金 卒業）
	0円 （助成金 卒業）
	0円 （助成金 卒業）
	0円 （助成金 卒業）
	0円 （助成金 卒業）

	ロヒンギャ難民のホスト コミュニティ支援 （バングラディッシュ・ コックスバザール）
	0円 （コロナによる活動延期）
	0円 （活動再開）
	支援総額 1,000,000円  （助成金 卒業）
	0円 （助成金 卒業）
	0円 （助成金 卒業）
	0円 （助成金 卒業）

	トランス女性への暴力防止プロジェクト （パキスタン・ラホール）
	712,705円
	１,０３２,５００円
	814,168円 （半期分＋ インフレ対応1500ドル）
	660,748円　（助成金 卒業）
	支援総額 4,223,686円  （助成金卒業）
	0円 （助成金 卒業）




	２０１９～2025年度　 宗像助成金実績
	LGBTドキュメンタリー 制作費 （東京・大阪・広島）

	TICAD9 NGOフォーラム展示
	第9回アフリカ開発会議（TICAD9）が2025年の8月２０～２２日に横浜で開催されました。宗像財団としては、前回2019年の横浜会議参加の折には「アフリカにおけるダイバーシティ＆インクルージョン」と銘打ったセミナーを開催しましたが、今回はLGBT難民支援のパネル展示を行いました。
	アフリカ54カ国のうち、同性間の性行為が刑事罰の対象となる国はおよそ34カ国あり、財団が支援しているマラウイもその一つです。マラウイのザレカ難民キャンプにはおおよそ200名前後のLGBT難民が生活していますが、その大半はLGBTへの弾圧がより厳しいコンゴ民主共和国やケニヤなどからの避難民です。現地で出会った難民の中には宣教師の人もおり、厳しい弾圧の中にあっても信仰を保っている姿に感銘を受けました。日本からのゲストが来るからと、セーラームーンのTシャツを着て来てくれた難民の方もいて、通訳として活躍していました。同行したパナソニックのCSR担当者は、日本における被差別部落の人々と重ね合わせて、そういった方々を支援するということの意義をビデオメッセージで語ってくださいました。

	にじいろかぞく 新規助成金支援先
	プロジェクト名：ＬＧＢＴＱ＋ファミリーで育つこどもたちの全国サミット 実施団体：特定非営利活動法人　にじいろかぞく プロジェクト実施期間：2026年5月～2029年4月
	目的：LGBTQ＋ファミリーに育つ子どもたちは、自身がマイノリティではありませんが、置かれたファミリー自体が社会の中で少数派である、いわば「巻きこまれマイノリティ」です。そんな彼らが育ちゆき、小学校以上になるにつれて、少数派ゆえの生きづらさが生まれてきます。しかも彼らは「保護者のことが大好きであり、保護者たちが自分を大切に育てている」ということを知っていればこそ、社会の中で問題が発生しても、その悩みを学校・家庭どちらでも語ることがしづらいという、特有の課題を持っています。これまで「ファミリーを形成しようとするLGBTQ＋」に寄り添うことに注力してきたにじいろかぞくですが、このプロジェクトは、「こども」を中心に、彼らの心によりそい、あえて「保護者不在・保護者には本人が希望しない限り、語ったことをヒミツにする」という約束をした上で、同じ立場の子どもたち同士が自由に語り合える合宿型のサミットを開催します。それにより、全国に多数いながらも、孤立した状態にあるＬＧＢＴＱ＋ファミリーで育つこどもたちの孤立感を解消し、彼らの悩みの言語化を助け、またそこに手当が必要であれば必要な助力に結びつけるというきっかけとします。
	にじいろかぞくのこれまで15年の活動において、北は北海道、南は沖縄まで、数多くのLGBTQ＋ファミリーと結びつきをもってきました。地方においては「その地で自分以外にLGBTQ＋ファミリーに出会ったことがない」と語る子どもたちも多くいます。親がカミングアウトしているか否かは、その子やその周囲には関係のないもの。そこで、全国から、あえて集まり、直接顔を合わせる合宿型のイベントとすることで、対面でのリアルな会話のできる場所を作ります。

	助成金支援先活動報告 マラウイ
	マラウイの当事者団体であるIVY FOUNDATIONを通じて、LGBT難民の安全なシェルター運営とザレカ難民キャンプ内のLGBT難民支援を実施しています。
	第三国定住した難民のフォロー 安全なシェルターで保護していたLGBT難民のうち１名がアメリカへ、２名がカナダへの第三国定住を決めてマラウイを離れました。IVY FOUNDATIONではカナダに移住した難民のフォローを行っており、馴染みのない新しい土地での生活を支援しています。
	ザレカ難民キャンプでの英語研修 ザレカ難民キャンプ内にはフランス語圏（コンゴ民主共和国やブルンジ出身者）から逃れてきて英語が苦手なLGBT難民も多いため、そうした難民を対象とした英語研修を支援団体を通じて実施しています。マラウイの当事者団体を通じたこの取り組みは、これまで外部との接触を避けていたLGBT難民にとっては救いとなっています。
	人権団体との協議 マラウイでは2023年度よりキャンプ外で生活していた難民をザレカ難民キャンプへ強制移住させる政策が施行されており、LGBT難民も例外ではありません。強制移住による生活・安全面のリスクについて、関連する人権団体との協議を実施しています。
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